
クイズの解説

第16回 手足口病（2020年7月14日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅱ 手洗い＞

手足口病の感染経路

①飛沫感染
感染者がくしゃみや咳をした時のしぶきにウイルスが含ま
れ、それが空気中に飛び出し、目や口、鼻に入ることで
感染します。

②接触感染
感染者と直接接する、または感染者が触ったドアノブや
タオルなどに触った手で目や鼻、口に触れることで感染
します。

③糞口感染
便の中に排泄されたウイルスが口の中に入ることで、感
染します。たとえば感染者のおむつ交換をした後に、そ
の手をしっかり洗わないまま口に触る、その手で食べる
などで感染します。

一般的な感染予防策は、手洗いをしっかりすることです。

手足口病はコクサッキーウイルス、エンテロウイルスなどの、数種類のウイルスが原因で引き起こされる感染症です。毎年、夏に
多く発生します。
ウイルスは唾液や便から排泄されるため、感染経路は①飛沫感染、②接触感染、③糞口感染です。
手足口病には有効なワクチンはなく、発症を予防できる薬もありません。そのため一般的な感染予防は、手洗いをしっかりする
ことです。特に便にもウイルスが多く含まれるため、排泄物は適切に処理し、その後の手洗いもしっかり行いましょう。また、乳幼児
どうしの接触は密接になることが多いので、集団生活を送る保育園や幼稚園でも、やはり日頃の手洗いが大切です。うがいが感
染予防に効果があるというエビデンスは、今のところありません。
ウイルスに感染すると3～5日後に手や足、口、腕、太ももなどに2～3mmの水疱性の発疹が出ます。基本的には発疹のよう
な軽い症状が数日間続きますが、その後発疹は消えて治ります。
しかしまれに髄膜炎、脳炎などの合併症が起こることがあるので、高熱、嘔吐、頭痛、息苦しさなどの症状がないかの注意が必
要です。このような症状がみられたら、すぐに医療機関を受診しましょう。
口の中に水疱ができると食欲が落ち、脱水症状になることがあるので、水分をこまめに摂らせてあげてください。
そして近年、手足口病の主体となっているコクサッキーウイルスA6の感染では、爪の変形がみられ、1ヵ月後ぐらいに爪が剥がれ
ることがありますが、1～2ヵ月で元に戻るので安心してください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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